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ＡＱＵ先端テクノロジー総研 《ニュースリリース》 2018/2/20 

 

 

 

ＩＣＯ、クラウドマイニング、有望市場の可能性！ただし、市場の健全化が課題！ 

暗合通貨新時代のＩＣＯ、マイニング、ブロックチェーンの未来戦略調査、完成！ 

ＡＱＵ先端テクノロジー総研 

 

 

http://www.aqu.com/mining-ico-blockchain/ 仮想通貨ＩＣＯ、クラウドマイニング、ブロックチェーン

           http://www.aqu.com/aqu-news/2018-2-20.pdf          ニュースリリース 

http://www.aqu.com/mining-ico-blockchain/sample-1.pdf   内容サンプル 

 
 
 
 

暴騰暴落などめまぐるしい仮想通貨市場に対して、中長期的観点から、調査報告書

がまとまりました。先端テクノロジーの調査会社、AQU 先端テクノロジー総研

（AQUARIUS 最先端研究所、代表、子安克昌）では、暗合通貨新時代のＩＣＯ、マイニ

ング、ブロックチェーンの未来戦略に関する調査を行いました。 

 

とくに、調査ＡＢＣシナリオに基づく市場予測を行いましたが、楽観Ａシナリオでは、２

０２８年にも、金ゴールドの資産水準に、仮想通貨総資産が達することが分かりました。

またニュートラルな視点で今後の市場のテーマについて調査したところ、ＩＣＯ（資金

調達）、クラウドマイニング（採掘）市場がビジネスとして有望、かつ魅力的側面がある

と分かりました。いっぽう、仮想通貨の基盤技術であるブロックチェーンは、世界的に

も金融、不動産、流通、医療、音楽、エネルギーなどで実用化へ向けて研究加速して

おり、世界ではスタートアップに巨額の投資資金が流れており、大きな潮流となってい

ます。ブロックチェーンのグローバル市場は、年率、４５～５５％前後の成長が見込ま

れ、２０２２年には、３,０００百万ドル規模になると予測しています。当初金融分野中心

の市場形成ですが、２０２１年には非金融分野の占める割合が金融分野を上回るよう

になるとみられており、不動産、流通、医療、音楽、サービスなどの非金融分野の動

向が注目されます。 

 

 『仮想通貨ＩＣＯ、クラウドマイニング、ブロックチェーンの市場予測に関する調査 

－暗合通貨新時代のＩＣＯ、マイニング、ブロックチェーンの未来戦略－ 』 

http://www.aqu.com/mining-ico-blockchain/ 
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はじめに 
 

� 仮想通貨（暗号通貨、Cryptocurrency）および、ブロックチェーン技術は、大局的流れから

経済活動を考えると、今後の世界経済、日本経済にとり極めて重要なテーマである。 

� 仮想通貨については、金本位制→石油本位制ドル→暗号通貨（仮想通貨）といった流れが

あり金融の根本に関わってくる。またＩＣＯ（仮想通貨による資金調達）はまだ始まったばかり

であるが、今後のスタートアップ、企業、大企業にいたるまで、その活用しだいでは大きく未

来が変わってくることから、ビジネスとしても重要なテーマである。 

� ビットコイン、仮想通貨の乱高下、またハッキング事件等何かとあわただしい業界であるが、

未来へ向けた市場戦争は始まっており、安易な取り組みでは未来の勝者となることは難し

い。 

� 当調査では、ビットコイン、仮想通貨のこれまでの総資産データを分析し、ＡＢＣシナリオに

基づく市場予測を行っている。ポジティブなＡシナリオでは、仮想通貨は急騰急落はあるも

のの、年成長率数十％以上といった、高成長が続き、世界中で利用が大きく進み、独自の

仮想通貨を発行する企業、独自の仮想通貨を発行する国も続出。法律整備とともに、大き

く市場拡大してゆく、とみている。このシナリオでは、仮想通貨全体の総資産は、２０１８年

末、6,270 億ドル（約 66 兆円）見通し、２０２２年末には、17,910 億ドル（約 190 兆円）程度に

なる。また２０２８年には金（ゴールド）の総資産８．２兆ドル規模に匹敵する規模になるとみ

ている。イーサリアムのようにスマートコントラクト機能などを有する価値ある仮想通貨が充実

してくることから、金融的価値がしだいに認識されてくるものと考える。なおネガテイッブＣシ

ナリオでは、ゆるゆかな低位成長が続く、とみている。 

� １２月だけで７４件となったＩＣＯは２０１７年トータル６０億ドル規模となり、この勢いは続くもの

と考えており、日本でも需要拡大が展望できる。 

� 仮想通貨ＩＣＯとともに注目されるテーマはクラウドマイニングである。すでに海外企業、

Genesis Mining 、Hash Flare 、Gigawatt 、Hydrominer などがサービスを展開しており、日

本企業も、ＤＭＭ、ＧＭＯ、ＳＢＩなどが事業化を進めている。ＢＩＴＭＡＩＮ社などの中国企業

のマイニング独占は業界の未来にとっても、５１％攻撃の問題等あり、望ましくない。 

� 注目されるマイニングではあるが、詐欺まがい、詐欺的事件があとを絶たず、日本だけでな

く、世界的に見ても業界に暗い影を落としている。当調査では実際的に被害にあった数十

人からコメントを得ているが、誇大広告、巧妙なセールステクニックなど実態を調査した。マ

イニングビジネスの健全化、ひいては暗合通貨、仮想通貨市場の健全化、未来ビジョンを

提示している。 

� いっぽう、ブロックチェーンはビットコインの基盤技術から発展し、独自のブロックチェーン技

術市場として発展してゆく。この技術は、オープンなネットワーク上で信頼性が求められる金

融取引や重要データのやりとりなどを可能にする分散型台帳技術として注目されている。 

� 用途としては金融にとどまらず、不動産、流通、行政、医療、音楽、エネルギーなど、幅広

い分野があるが、実証実験からはじまり実用化へ向けて加速してきている。とくに、世界で

はスタートアップに巨額の投資資金が流れており、大きな潮流となっている。ブロックチェー

ンのグローバル市場は、年率、４５～５５％前後の成長が見込まれる。２０１８年、５７０百万ド

ル、２０１９年、８６０百万ドルで推移、２０２２年には、３,０００百万ドル（約３,１８０億円）規模に

なると予測される。当初金融分野中心の市場形成であるが、２０２１年には非金融分野の占

める割合が金融分野を上回るようになるとみられており、不動産、流通、医療、音楽、サービ

スなどの非金融分野の動向が注目される。 
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� 当調査報告書は仮想通貨、ブロックチェーンの内外の市場動向をふまえ、仮想通貨、ＩＣ

Ｏ、クラウドマイ二ング、ブロックチェーンの市場分析、市場予測を行ったものである。当調

査報告書が皆様のビジネス開発、研究開発、製品サービス開発に少しでも寄与できれば幸

いである。 

 

 

 

● 調査テーマ 

 
 

 

仮想通貨ＩＣＯ、クラウドマイニング、 

ブロックチェーンの市場予測に関する調査 
 

－－暗暗合合通通貨貨新新時時代代ののＩＩＣＣＯＯ、、ママイイニニンンググ、、ブブロロッッククチチェェーーンンのの未未来来戦戦略略－－  
 

<調査報告書> 

 
 

【調査ポイントの一例】 

 

 

（仮想通貨）

未来へ

現在現在

石油本位制ドル金本位制 暗合通貨の時代へ

★人工知能 ＡＩ → 人工知能ネットワークの形成 （人工知能の主体的進化の可能性の研究）

★ブロックチェーン → 仮想通貨 金融 応用分野の拡大へ 不動産、エネルギー、流通、音楽、、ｅｔｃ．

金本位制から石油本位制ドル、そして暗号通貨の時代へ

変動相場制へ

リーマンショック
2008

ロシア・ルーブル
中国・人民元

その他

企業の仮想通貨
ＭＵＦＪコイン他

仮想通貨
（暗合通貨、クリプトカレンシー）

サトシ・ナカムラ論文 2008

ドル
円、ユーロニクソンショック

1971

世界的金融危機

変動相場

ビットコイン 2011

シルクロードサイト
2011-2014

国の仮想通貨
クリプトルーブル他

●ブロックチェーン系技術の研究、世界的に拡大ヘ

●諜報機関等で暗合通貨研究の可能性

●カーネギーメロン・トマベチ論文 1993

（ベチユニット）

●非中央集権化の流れ

●代替通貨の必要性

ＩＣＯマイニング

アルトコイン

法定通貨

●P2Pシステム分散型管理

管理主体あり

ブロックチェーン
●ゲーム理論 Bellcore 1990

●電子署名・鎖状技術、早稲田大学 2002

 

クラウドマイニング

プールマイニング

ソロマイニング

★注意、撲滅

顧客
投資家等

仮想通貨マイニング

マイニングビジネス、健全化ヘ

事業
会社

悪質詐欺事業者

健全なビジネスモデル

ビットコインから
アルトコインに比重へ

★注意、撲滅

新仮想通貨のマイニング

メディア、消費者センター等

★注意喚起

金融庁、業界団体等

★注意喚起

サポート
センター

仮想通貨
「採掘」 トラブル多発

各種の組み合わせ企画研究（例）
①ＩＣＯ
②アービトラージ
③自然エネルギーの利用
④見学会 等

超誇大広告表現等
ポンジスキーム等

  
 

                                                                                         

※調査の一部    

● 調査スケジュール        2017 年 10 月 1 日～2018 年 2 月 19 日 

 
※お問い合わせ連絡先 
****************************************************************** 
株式会社 AQU 先端テクノロジー総研 
http://www.aqu.com/   
〒260-0027 千葉市中央区新田町 36-15   
千葉テックビル 6F  
TEL 043-204-1258         
FAX 043-204-1316 
子安、那須 
info@aqu.com 
****************************************************************** 


